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１．研究計画の概要 

 幾何学的対象のモデュライ空間を記述する
方法として，その対象を微分幾何的対象に置
き換えて研究することはしばしば取られる
アプローチである．リーマン面のモデュライ
空間を定曲率計量や調和写像のモデュライ
空間に置き換えて研究するのは，その典型的
例である．もしこのようなアプローチが成功
するならば，問題としている幾何学的対象の
モデュライ空間はハウスドルフ性やいいコ
ンパクト化をもつなどのいい性質をもつこ
とが予想される．一方，マンフォードの幾何
学的不変式論は群軌道に関し半安定なもの
の全体はハウスドルフ性やいいコンパクト
化をもつなどのいい性質を持つということ
を主張している．そこで「微分幾何学的対象
で記述できるモデュライ空間は幾何学的不
変式論の意味の安定・半安定なもの全体と一
致する」という仮設をたてることにする．本
研究の主目的は端的ケーラー計量，特にケー
ラー・アインシュタイン計量，定スカラー曲
率ケーラー計量を持つ複素多様体を幾何学
的不変式論の意味の安定性でもって特徴づ
けることによりこの仮説を実証することで
ある．幾何学的不変式論の議論に乗るような
安定性の定義を与え，多様体がその意味での
安定性を持つことがケーラー・アインシュタ
イン計量などの良い計量をもつための必要
十分条件であることを示すことである． 
 
２．研究の進捗状況 
 ケーラー幾何の研究の一つの応用として，
トーリック佐々木・アインシュタイン計量の
存在問題に完全な解決を与えた．トーリック
でない場合は，ケーラーの場合と同様に，安

定性の概念が関連して来る．佐々木多様体の
幾何とケーラー多様体の幾何は今後，一緒の
土俵で考察すべきであると考えている． 
 次に，K 安定性が，ケーラー・アインシュ
タイン計量が存在するための必要十分条件
であることを示すために，乗数イデアル層を
用いるのが有効であると考えている．佐野友
二氏との共同研究で，二木不変量と乗数イデ
アル層とどのような関係があるかを調べた．
これを用いると，乗数イデアル層が K 安定
性を崩す状況がよく理解できる．これを精密
化，ないし抽象化することにより，最終解決
にたどり着けると期待される． 
 スカラー曲率一定計量の存在と漸近的チ
ャウ安定性との関係はドナルドソン，満渕俊
樹により得られている．満渕結果は漸近的半
安定性の障害が消えているという仮定の下
で得られたものである．当該研究者は，満渕
の障害は次元と同じ個数の積分不変量が消
えることと同値であることを示している．最
近，小野肇と佐野友二との共同研究でこれら
の積分不変量は，トーリック Fano 多様体の
場合，ヒルベルトシリーズの微分として得ら
れることを示し，具体例に対する計算を実行
した．その結果，これ等の張る空間は一般に
は２次元以上であることを示した．  
 
３．現在までの達成度 
現在までのところ，目標はおおむね達成され
ている．K 安定性とケーラー・アインシュタ
イン計量の存在を証明することは，問題の深
さと難しさから，遠いもののように思ってい
たが，案外手の届くところにあるように思え
る． 
 



４．今後の研究の推進方策 
 乗 数 イ デ ア ル 層 を 決 め る  complex 
singularity exponent を込みにした slope 
安定性を考えることにより，乗数イデアル層
が現れるならば K 安定でないことを示せれ
ば，完全解決にいたるので，その方向で夢を
追いたい． 
 また，佐々木・アインシュタイン計量の存
在の応用として shrinking gradient soliton 
の構成を考察しているが，色々な用事のため，
途中でやりかけのままになっている．最後ま
でやり遂げたい． 
 局 所 共 形 ケ ー ラ ー 多 様 体 の 一 種 に 
Vaisman 多様体というものがあり，これは
佐々木・アインシュタイン計量のケーラー錘
とほぼ同じものであるようである．この事情
を詳細に調べてみたい． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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